
『もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら』神田桂一/著

『おかんメール６』 『おかんメール』制作委員会/編

『おかんメールＦｉｎａｌ』 『おかんメール』制作委員会/編

『女子の給料＆職業図鑑』 給料BANK/著

『続ざんねんないきもの事典』 今泉忠明/監修

『素敵な日本人』 東野圭吾/著

『アキラとあきら』 池井戸潤/著

『フラダン』 古内一絵/作 『宿命と真実の炎』 貫井徳郎/著

『ストロベリーライフ』 荻原浩/著 『ひきこもりの弟だった』 葦舟ナツ/著

『犬が来る病院』 大塚敦子/著 『かがみの孤城』 辻村深月/著

『小鳥を愛した容疑者』 大倉崇裕/著

『いつまた、君と　何日君再来』五十嵐佳子/著

『ボクたちはみんな大人になれなかった』燃え殻/著

『小説　星を追う子ども』 新海誠/原作

『マジ文章書けないんだけど』 『あるかしら書店』

『甲子園の負け方、教えます。』 『芦屋の給食』

『あたりまえポエム』 『なぜ僕は、４人以上の場になると

『ザビエルの置き土産』 　　　途端に会話が苦手になるのか』

『使うための心理学』 『もっとヘンな論文』

『中野京子と読み解く運命の絵』

』 

夏の花火大会の日、典道は密かに想いを寄せ

る同級生のなずなから突然「かけおち」に誘

われる。なずなが母親に連れ戻されて「か

けおち」は失敗。彼女を取り戻すため、典道

はもう一度同じ日をやり直すことを願うが―。 

 

僕が殺した人と 

  僕を殺した人』 

夏休みが終わる２日前、ぼくたちの人生

はここから大きく狂いはじめたんだ。少

年時代は儚く、切なく、きらめいている。

台湾が舞台の青春小説 

 

 
今、話題の星野源の魅力、その

すべてがわかる、誠意あふれる

エッセイ集。 


